
広島大学　学部 ・附属学校共同研究機構研究紀要

　　　　　　 〈第42号 　2014.3>

小 ・中学校の学びがつながる体育授業のあ り方
一水泳領域のカ リキュラム設計 と指導の工夫を通 して一

小田　啓史　　福田　忠且　　梅野　栄治　　沫本　美紀

東川　安雄　　岩田昌太郎

1.は じめに

　 現行 の学習指 導要領(2008)で は,「 学校段 階の接続

及 び発 達段 階に応 じた指導内容 を整理 し,明 確 に示 す

ことで体系化 を図 る」 とい う方針 が打 ち出 された。 っ

ま り,各 校種 の学習内容 を踏 まえた系統性 のあ る指 導

を行 い,子 どもた ちに体育科 で学ぶべ き学習内容 を確

実に習得 させ,将 来にわたって,運 動 ・スポーツを継

続 す る素地 を培 うよ う授 業改 善 を示 唆す る もので あ

る。今,子 どもの学びがつなが るよ うな授 業のあ り方

が求め られ てい るとい える。 しか し,小 中それぞれ の

体育授 業のあ り方 を改善す る具体的な取 り組 みはあま

り報 告 され ていない。

　水 泳は,幼 ・保,小,中,高 等学校 に至 るまで学習

内容 として位置 づ き,浮 く ・進 む ・呼吸す るな どの技

能 を段階的に身 につけ ることに よって,自 己保 全能 力

の獲 得を 目標 とされ て きた。 また,水 泳 はバ ランスの

取れ た全身 運動 であ り,身 体の調整 力,筋 力,持 久力

を高め るな ど調 和的な発 達が期待 でき ることか ら,学

校 体育の重 要な教材 として取 り扱 われてきた。 最近 で

は,超 高齢化社 会に向か う現代社会 において,水 泳 は

運動 不足の解 消,筋 力ア ップ,ダ イエ ッ ト,老 化 防止

な どに効果 的であ ることも認知 され て きてい る。 この

よ うに,フ ィッ トネスや健康 づ く りな ど生涯 スポーツ

の観 点か ら鑑 みて も,水 泳は価値 のあ る運動 ・スポー

ツであ る。 しか し,ウ ォーキ ングや ジ ョギ ングほ ど人

気 は高 くない。 学齢 期 を過 ぎて水泳 を行 う人は 「泳 ぐ

ことが好 き」 「水泳が得意」 な一部の人 に限 られ るのが

現状 であ る。 学校 体育以降,水 泳に親 しむ人の減少 は

様 々な要因があ るものの,学 校 体育におけ る基礎 的な

泳 力の保 障が不十分であ ることも一因 としてあげ られ

るのではないだろ うか。 ゆっ く りと滑 らかな フォーム

で泳 ぎ,25mプ ール を何 度 も往復す るよ うな泳力を身

につけ ることがで きれば,将 来,泳 ぐことを楽 しんだ

り,健 康づくりのために水泳を実践 した りするように

なるのではないだろうか。義務教育9年 間の水泳学習

を通 して,ど の子にも 「泳 ぐことができた」「泳ぎ方の

ポイン トがわかった」「水泳は楽 しい」といった実感 を

もたせることができる水泳のカ リキュラムを開発する

ことが肝要ではないか と考える。

　そこで,本 研究では小中の教員が連携 してこれまで

の実践の課題を整理するとともに,現 行の学習指導要

領に示されている目標 と学習内容(動 きの具体例)を

参考に到達 目標 を設定 し,水 泳領域における小中9年

間のカ リキュラム試案を作成する。次に,作 成 したカ

リキュラムをもとに,試 行的に水泳の授業実践を行い,

小学校 と中学校それぞれの成果 と課題を考察すること

で,水 泳領域のカ リキュラムや授業づくりの新たな知

見を得ることを目的 とする。

2.水 泳のカ リキュラム試案の構想

(1)本 校体育科の水泳の授業に対する課題の検討

　まず,小 中の教員が水泳の授業に対 して,意 見交換

を行い,水 泳の授業の難しさや課題についてまとめた。

それらの事由の例を以下に挙げる。

【小学校】

○生活経験の中で水に親 しむ機会が少なくなってき

　ている

○大人数の児童を指導するため,個 々の児童の課題

　に対 して個別のアプローチが難 しい

○教員の専門的な知識 と技術が不足している

【中学校】

○半裸体での授業であるため思春期の男女にとって

　抵抗感がある

○見学する生徒が多い

○よく泳げる生徒 と苦手な生徒の個人差が大きい
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○初期の段階で水への恐怖心や嫌悪感,苦 手意識 を

　もつ生徒への指導が難 しい

○わずか10時 間程度の単元でクラス全体への指導 と

　同時並行 して個別指導を行 うのは容易ではない

【小中共通】

○水中で運動することで,呼 吸の確保に不安がある

○水中での運動のため,無 駄な緊張感や水の抵抗に

　よる体のしんどさがある

○日常の直立姿勢から水平姿勢で運動することへの

　不安定さや不安感がある

○歴然 とした運動能力の有様を人前にさらけ出すこ

　とに抵抗がある

○めざす姿を示す教材の提示が難 しい

　 このことから,水 泳の特性が児童生徒の心理面に大

きく影響 していること,水 中とい う普段の違 う環境で

行 う運動であるが故の技能を身につける難 しさがある

ことが確認 された。

(2)学 習指導要領で示 されている目標 ・内容の検討

　次に,学 習指導要領で示されている目標 ・内容を一

覧にして,そ のつなが りを検討 した。水泳の領域は,

義務教育9年 間において 「水遊び」からは じま り,「浮

く・泳 ぐ運動」,小学校高学年からは 「水泳」へと発達

段階のま とま りを考慮 して学習 内容が構成 されてい

る。そして,義 務教育最終段階では,学 習指導要領が

示す 「記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい,効

率的に泳 ぐことができるようにする」(中学第3学 年)

とい う目標達成が求められている。また,現 在の中学

校学習指導要領では,バ タフライも教えてよいことに

な り,学 習内容が近代4泳 法へと広が り,生 徒の実態

の応 じて柔軟な対応が求 め られてい る。 しか し,実 際

には,浮 く,呼 吸す る,と い った泳 ぐた めに必要な基

礎基本が十分身 についていない場合が見受 け られ る。

また,小 学校で学んだ平泳 ぎや クロールの泳法 を十分

マス ター していない こ とも多い。そのた め,中 学校1

年生で小学校 と同 じ学習 内容 を行 う場合が よく見 られ

る。 この よ うな状況の 中で,中 学校3年 間で平泳 ぎ,

クロール以外の新たな泳法やそれ に伴 う動 きを学ぶ こ

とは,よ り生徒 に苦手意識 を持たせ るこ とにな るので

は ないか と考 える。生涯 にわた って水泳 を親 しむ資質

や能力 を育成す る観 点か らは,バ タフライや背泳 ぎを

学ぶ よ り,小 学校で学んで きた泳法 をさ らにブ ラッシ

ュア ップ させ,泳 ぐこ とに対す る 自信 もたせ る ととも

に,水 泳の価値,お も しろさを実感 させ ることの方が

重要で ある と考 えた。そ こで,中 学校で学ぶ4泳 法の

中か ら,平 泳 ぎ とクロールの2つ を重点的 に学習 し,

小 中の学びがつなが ることを意識す るこ ととした。

(3)本 校体育科の水泳カ リキュラムについて

　水泳領域のカ リキュラム作成にあた り,小 中の学び

をつなげるとい う視点に立って,本 校体育科で検討 し

た水泳の授業の課題 と学習指導要領 の 目標及び内容

(特に技能面に関 して)を 検討 した。その結果,小 学

校の水泳の学びをいかに中学校で補完 し,さ らに進展

させるかがカ リキュラム作成の焦点になると考えた。

また,水 泳領域のカ リキュラム作成に当た り,教 師の

教材理解 ・解釈を基盤に,技 能を確かに保障する系統

的かっ段階的な指導を行 うことが重要であると確認 し

た。以上を踏まえて,義 務教育9年 間の水泳領域のカ

リキュラム試案をを表1の ようにま とめた。

表1　 小中9年 間の水泳領域のカ リキュラム試案

小学校第1学 年及び第2学 年

技能に関する目標(・ 動きの例)

水に慣れる遊びや浮 く ・もぐる遊びを楽 しく行い,基 本の動きができるよ

うにする。
・胸まで水につかって大きく息を吸ったり吐いたりすること

・水を手です くったりかけたりすること

・水につかっていろいろな動物などのまねをしながら歩 くこと

・水の抵抗や浮力に負けないように,走 ったり方向を変えたりすること
・壁や補助具につかまり,全 身の力を抜いて浮 くこと
・水にもぐって目を開け,い ろいろな水中での遊びをすること
・水に顔をつけ口や鼻から息を吐いたり,息 を止めてもぐり,跳 び上がっ

　て空中で息を吸ったりすること
・壁や補助具につかまり,も もの付け根からのばた足

泳力の到達目標

第1学 年
・目をあけて浮 き,バ タ足で5m程 度泳 ぐことが

　 できる。

第2学 年
・バ タ足 で12m程 度 泳 ぐこ とができる。

※低学年を通 して,水 中で息を吐くことができる

　ようになる。

小学校第3学 年及び第4学 年

技能に関する目標(・ 動きの例)

浮 く運動や泳 ぐ運動を楽 しく行い,基 本の動きができるようにする。
・息を吸い込み ,全 身の力を抜いていろいろな浮き方をすること
・プールの底や壁をけり,体 を一直線に伸ばして進む こと

泳力の到達目標

第3学 年
・クロール で25m程 度 泳 ぐこ とができる。
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・壁や補助具につかまり,も もの付け根からのばた足や足の裏で水を押す

かえる足をすること
・水中で息を吐き,顔 を上げたときに一気に息を吸うことを連続 して行 う

こと
・補助具を使って,手 を左右交互に前に出し水をかくクロールのス トロー

クや,手 の平を下向きにそろえ両手を前方に伸ばし水をかく平泳ぎのス

　トロークをすること
・水面に顔を付けて,手 と足のバランスのよいクロールをしたり平泳ぎを
したりすること
・ばた足泳ぎやかえる足泳ぎなどで,呼 吸をしながら進む こと

第4学 年
・クロール ・平泳 ぎで25～50mを 泳 ぐことができ

　 る。

小学校第5学 年及び第6学 年

技能に関する目標(・ 動きの例)

クロールや平泳ぎで泳 ぐ楽 しさや喜びに触れ,そ の技能を身に付けること

ができるようにする。
・手を左右交互に前に伸ばして水に入れ ,水 をかくこと
・リズミカルなばた足

・肩のロー リングを用いて顔を横に上げて呼吸

・両手を前方に伸ばし,円 を描 くように左右に開き水をかくこと
・足の親指を外側に開いて足の裏全体で水を押 し出し

・キックの後に伸びの姿勢

・手を左右に開き水をかきながら,顔 を前に上げ呼吸

泳力の到達目標

第5学 年
・クロール で50～100mを 泳 ぐことがで きる。
・平泳 ぎで200～500mを 泳 ぐこ とができる

。

第6学 年
・クロール で75～100mを 泳 ぐことがで きる。
・平泳 ぎで500～700mを 泳 ぐこ とができる

。

中学校第1学 年～第3学 年

技能に関する目標(・ 動きの例)

ドル平で楽に泳 ぐ心地よさや記録の向上の喜びを味わい,そ の泳法を身に

付けることができるようにする。
・腕のかきと呼吸の協応動作

・ドルフィンキック

・リラックスしたリズミカルな ドル平

平泳ぎで記録の向上の喜びを味わい,効 率的に泳 ぐことができるようにす

る。
・カエル足で長 く伸びたキックをすること

・水中で手のひらが肩より前で,両 手で逆ハー ト型を描 くように水をかく

　 こと
・プルのかき終わりと同時に口を水面上に出し息を吸い,キ ックの蹴 り終

　わりに合わせて伸び(グ ライ ド)をとり,一 回で大きく進む こと

ク ロール で記録 の向上 の喜び を味わい,効 率 的に泳 ぐことができるよ うに

す る。
・一定 の リズムでキ ックを打っ こと

・水 中で肘 を60～90度 程 度 に曲げて ,S字 を描 くよ うに水 をか くこと
・プル とキ ックの動作 に合 わせ て

,ロ ー リングを しなが ら横 向きで呼吸の

　 タイ ミングを取 る こと
・空 中で肘 を60～90度 程 度 に曲げて

,手 を頭上近 くで リラ ックス して動 か

　す こと
・自己に合 った方 向で呼吸動作 を行 うこと

泳力の到達目標

第1学 年
・ドル 平で100m以 上 を泳 ぐことがで きる。

第2学 年
・平泳 ぎで200m以 上 を泳 ぐことがで きる。

第3学 年
・クロール で200m以 上 を泳 ぐことがで きる。

3.授 業実践

　構想 したいカ リキュラム試案をもとに,小 学校第6

学年 と中学校第1学 年において,到 達目標の達成をめ

ざして授業実践を行った。

(1)小 学校第6学 年の授業実践

　広島大学附属東雲小学校では,か つて遠泳を実施 し

ていた関係で,低 学年でバタ足の指導,中 学年でクロ

ールの指導,高 学年では特に,平 泳ぎの指導(平 泳ぎ

で長い距離を泳 ぐこと)を 重点的に行い,6年 間の水

泳指導を通 して,連 続 して長い距離を泳 ぐことができ

る児童を育成す ることを目指 してきた。現在 も,学 習

指導要領で示 されている平泳ぎや クロールの泳ぐ距離

を超える到達目標を設定して授業実践を行っている。

また,1回 の水泳指導において2単 位時間連続で行い,

第3学 年か らは単元初めの泳力測定の結果をもとに,

習熟度別指導を伝統的に行ってきた。今年度はこれま

での指導の工夫に加 えて,習 熟別指導の際にタブ レッ

ト型PCを 活用 して,自 分の泳ぎを客観的に見る場面を

設定することとした。水中ではいつもと違 う水平姿勢

での不安定さや呼吸に意識がい くために,自 分の動き

の修正に意識が向きにくいことが予想 される。そこで,

タブ レットPCで 撮影 された自分の泳ぎを見ることで,

動きを修正するポイン トを実感 させることができ,効

率よく児童個々の技能の向上を図ることができるので

はないかと考えた。
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①調 査時期 と対象

　本調査 は,広 島大学附属東雲 小学校 第6学 年 男子37

名,女 子37名,合 計74名 を対象 に実施 された 「水泳 」

の単元であ る。 この授 業は,2013年6月 ～7月 に行 わ

れ た。 単元 目標 と指 導計画は以下の通 りであ る。

② 単元の 目標

○プール のきま りや水泳 の心得 を大切 に し,命 を見つ

　 めなが ら安全に水泳 をす ることができるよ うにす る。

○ クロール で75～100mを 泳 ぐことが でき るよ うにす

　 る。

○平泳 ぎで500～700mを 泳 ぐことがで きるよ うにす る。

③指導計画

第一次　泳力測定　　　　　　　　　　　 …1時 間

　 ・泳力を測定し,個 々の課題を明らかにし,学 習意

　　欲を高める。

第二次　クロールの泳力を高める。　　　 …3時 間

　 ・自己の能力に適 した課題を持って,ク ロールの技

　　能を身につけ,続 けて長 く泳 ぐことができる。

第三次　平泳ぎの泳力を高める。　　　　　 …6時 間

　 ・自己の能力に適 した課題を持って,平 泳ぎの技能

　　を身につけ,続 けて長 く泳 ぐことができる。

第四次　水泳記録会(泳 力測定)　　　　　 …1時 間

第五次　着衣泳　　　　　　　　　　　　…1時 間

　 ・水の中での着衣の不自由さを感 じ取 り,着 衣での

　　対応の仕方を身につける。

④授 業の実際

　泳 力検査 の結果 を もとに児童 を 「初級 」 「中級 」 「上

級 」の3つ のグル ープに分け平泳 ぎの指 導を行 った。

○初級 グル ープ

　 まず,プ ール サイ ドでフォームの確認 を行 った。 そ

の際にはペ アで見合 い,教 え合 う場や教 師や 友達の示

範 を見 る場 を設 けた。 次に,水 面に顔 を付 けたままプ

ール の中を歩かせ なが ら,息 継 ぎの仕方 と手のかき方

の指 導を行 った。初級 グル ープの児童(8名)は,息

継 ぎに大きな課題 があ るため,息 継 ぎの仕方 の指導 を

重点的に行 った。最 後に,プ ール の壁 を もたせ た状 態

でのキ ックの指 導を行 った。

○中級 グル ープ

　 中級 グル ープ(児 童数15名)で は,ま ず,ビ ー ト版

を使 ってキ ック(カ エル足)の 指導を重点的に行 った。

その際,ビ ー ト板 を活 用 し,「 顔 を水 面につ けないまま

の キ ック」,「顔 を水 面 につ けて伸 び を意識 した キ ッ

ク」の順 で指導 を行 った。 また,児 童 が 自身 のキ ック

が どの よ うな状 態 なのか を客観 的 に理解 させ るた め

に,デ ジタル ビデオカ メラや タブ レッ ト型PCを 活用 し

た。次 に,キ ックが ある程度正確 にで きるよ うにな っ

た らビー ト板 な しでの指 導 を行 った。 ここで は特 に

「手,足,呼 吸,伸 び」の タイ ミングの指導 を重点的

に行 った。

○上級 グループ

　上級 グループ(59名)で は,楽 なフォー ムで長い距

離 を泳 ぐこ とを最終的 な 目標 と した。上級 グループの

児童は ある程度 フォー ムが身 についてい る。 しか し,

泳 ぐ際 に不必要な ところに力が入 って しまい,50mを

泳 ぐのが精いっぱい とい う児童 も多い。多 くの児童 は,

平泳 ぎで前 に進むた めにはよ り多 くの回数水 をかかな

ければな らない と認 識 してい る。確か によ り速 く前 に

進 も うとす るので あれ ば,水 をか く回数 もある程度必

要 にな るで あろ う。 しか し,本 単元で はで きるだ け体

の力 を抜いて,楽 に長い距離 を泳 ぐこ とがで きるこ と

を 目的 としてい るため,上 級 グループでは特 に 「伸び」

の指導 を重点的 に行 った。

　児童が 「伸び」 を意識で きるよ うに,水 をか く回数

をでき るだ け少 くして25mを 泳がせ た り,「 手 一足 一

伸び る」 とい う声か けを した りす るこ とで,一 定の リ

ズ ムとテ ンポで伸び を意識 して泳 ぐこ とがで きるよ う

に した。

　また,児 童が 自分の 「伸び」 を客観的 に観 ることが

で きるよ うに,こ こで もデジ タル ビデオカ メラや タブ

レッ ト型PCを 活用 した。学習 を進 め る中で,「 伸び」

を強 く意識 す るあま り,キ ックへの意識が うすれ,キ

ックが乱れて しま う児童 もいたた め,デ ジタル ビデオ

カ メラや タブ レッ ト型PCで 自身 の フォーム を改めて

確認 す るこ ともで きた。

⑤結果 と考察

　習熟度別指導においては,各 段階の課題がクリアで

きれば,次 の段階に進めるようにした。最終的には,

8割 以上(60名)の 児童は平泳ぎで500mと い う目標を

達成することができた。児童の習熟の差が大きい水泳

学習においては,や はり習熟度別指導が有効であると

考える。各段階の技能習熟の際に,ど のような技能を

児童に身に付けさせたいのか焦点を絞る必要がある。

教師間で十分に連携 した うえで習熟度別指導の中にも

系統性 をもたせ た指導を行っていくことが必要であ

る。また,本 校では6年 間を通 して,「長い距離を泳

ぐ」ことを目指 したカ リキュラムを作成 していること

も,目 標達成の一つの要因であると考える。

　また,平 泳ぎでは特に,児 童が 自身のキックの仕方

や,伸 びの状態を確認 した り,正 しいフォームを意識

した りする際にICTの 活用は大変有効であった。デジ
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タル ビデオカメ ラも活用 したが,デ ジ タル ビデオカメ

ラよ りも画 面が大き く,比 較 的操 作 しやす いタブ レッ

ト型PCの 方が活用 しやす い。 また,タ ブ レッ ト型PC

が普及 してい る家庭 も増 えてい るため,児 童 も容易 に

操 作でき,ペ アでの見合 いや,教 え合 いの際には,児

童 自身 が積 極 的に タブ レッ ト型PCを 活用す る姿 も見

られ た。

(2)中 学校第1学 年 の授 業実践

　小 学校 での水泳 の学びを中学校 で ど うつないでい く

かは,中 学校第1学 年 の指導が重要にな る。本校 に入

学 して くる生徒 は,隣 接 する東雲小 学校 か ら毎年20～

30名,そ の他 の50～60名 の生徒 は近 隣の小学校 をは じ

め,広 島市内外 の小学校 な ど多 くの小学校 か ら入 学 し

て くるために,毎 年 小学校 で水泳 を学んできた内容 に

差があ る。 また,生 徒 の泳力 も,東 雲小 学校 の よ うに

学習指導要領 で示 されてい る目標 を超 える泳 力を身 に

つけて くる生徒,ス イ ミングスクール に通った経験 が

あ り,レ ベル の高い泳 ぎができ る生徒 がい る反 面,呼

吸の仕方や浮 き方 が十分 身についてお らず,25mを 泳

ぎき ることができない生徒 もお り,個 人差が大きい。

苦手意識 を もつ 生徒 は これまでの経験 の中で水への恐

怖 心や嫌悪感 を もってい る。例 えば,水 の 中で運動す

るとい うことで,呼 吸の確保 が心配 だった り,水 の抵

抗 に よる体 の疲れ だった り,日 常の直立姿勢 か ら水 平

姿勢 で運動す ることへの不安 定 さや 不安感 があった り

と様 々であ る。 そ こで,第1学 年 の指 導では,体 の負

荷 が少 な く,呼 吸や 姿勢 を も う一度 学び直す 教材 とし

て ドル 平泳 法が最適 ではないか と考えた。 ドル 平泳 法

は足 が ドル フ ィンキ ック,手 が平泳 ぎの形 に似 た泳 ぎ

方 であ る。 ドル 平泳 法は,「 呼吸」 「リラックス した浮

き」 「リズム」の3つ で構成 さてお り,泳 ぎの基本であ

る,呼 吸,浮 く姿勢 を復 習でき る。 呼吸が安 定 し,リ

ラックス して浮 き続 け ることができれ ば,長 く続 けて

泳 ぐことが可能 にな る。 そ うなれ ば,泳 ぎが苦手だっ

た生徒 に もでき るとい う自信 を もたせ ることができ る

と考 えた。 また,長 く続 けて泳 ぐためには,効 率の よ

い泳 ぎを習得す る必 要があ る。 しか しなが ら,普 段 と

違 って水 の中の環境 では,水 平姿勢 での運動 であった

り,呼 吸を意識 的に行 わなけれ ばな らない ことに加 え

て,キ ックや ス トロー クも同時に行 うため,動 きを意

識 して 自ら修正す ることは容易 でない。 そ こで,理 想

的なフ ラッ ト姿勢 ス トローク,キ ックの写真 を提示

し,め ざす 姿のイメージを明確 に もて るよ う教具を工

夫 した。 また,練 習過程 でフ ィー ドバ ックの利用 を促

進 でき るよ うに,ペ アや3～4人 のグル ープ内で互 い

に泳 ぎを観 察 し,写 真 と比較 した気 づきを伝 え合 うよ

うに した 。

①調査時期 と対象

　 本調査 は,広 島大学附属東雲 中学校第1学 年男子38

名,女 子36名,合 計74名 を対象 に実施 された水泳 「め

ざせ!ド ル平マス ター」の単元で ある。 この授業 は,

2013年7.月 に行われた。単元 目標 と指導計画 は以下の

通 りで ある。

②単元の 目標

○水泳の学習に積極的に取 り組む とともに,グ ループ

　で協力 して学び合い,自 分や仲間の水中での安全に

　気を配 ることができるよ うにす る。[運 動への関

　心 ・意欲 ・態度]

○ 自己の課題に応 じた運動の取 り組み方を工夫できる

　ようにする。[運動についての思考 ・判断]

○ リラックス した ドル平泳法を習得 し,安 定 したペー

　スで長 く効率的に泳 ぐことができるようにする。

　 [運動の技能]

○技術の名称や行い方,体 力の高め方,運 動観察の方

　法などを理解できるようにする。[運 動についての

　知識 ・理解]

③指導計画

第一次　オ リエンテーション　　 　　 　 　…2時 間

　 ・水泳の特性,単 元のね らい,学 習の進め方を理解

　　する。

　 ・水中でのフラッ トな姿勢や呼吸法を確認する。

第二次　 ドル平泳法の習得　　　　　　　　…4時 間

　 ・キックと手の動き,呼 吸のタイ ミングを習得 しド

　　ル平で泳ぐことができる。

第三次　効率のよいフォームの習得　　　　…2時 間

　 ・自己の課題 に応 じた練習を行い,安 定 して長く続

　　けて泳ぐことができる。

第四次　学習成果の把握　　　　　　　　　…2時 間

　 ・泳力テス トと学習のふ り返 り

④授業の実際

　第1次 のオ リエ ンテー シ ョンで は,水 泳の歴史 をク

イズ形式で紹介 した り,水 泳の効果 について説明 した

りして,水 泳 に興味 をもたせ るよ うに した。また,中

学3年 生で は200m以 上(25mプ ールを休 まず4往 復以

上す る)を クロールで泳 ぐ学習課題 を設定 してい るこ

と,長 い距離 を体力で泳 ぐのでは な く,疲 れず に,効

率 よく泳 ぐことがで きるよ うにす るこ とが 目標で ある

こ とを伝 えた。そのた めにも,第1学 年で疲れず に泳

ぐ ドル平泳法をマスター し,全 員が100mを 泳 ぐことが
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でき るよ うになろ うと呼びかけた。プールで は,ま ず,

安全 な学習 をす るために,入 水 の手順,バ デ ィでの確

認 を行 った。また,「 口か ら一気 にはい て,そ の反射 で

口か ら吸 う」呼吸法 を,陸 上 で,水 中に立って息つぎ,

水 中を歩 いて息つぎ,浮 いて息っぎを段 階的に行 い,

呼吸 さえ続 けば水 中で長 く運動 でき ることを確認 して

いった。水 中で呼気 しないで息を止 めてお くことは,

緊張や 不安 を伴 うこともあ るが,浮 力 との関連 でみ る

と,浮 力を最 大限に利用 でき,浮 く感 じがつかみやす

よ うで,生 徒 は容易 に行 うことができていた。

　第2次 では,ド ル フ ィンキ ックを ビー ト板 を もって

練習 した後,ド ル 平の リズム 「けって一,け って一,

のびて一,パ ッ」または,「 トー ン,ト ー ン,ス ーツ,

パ ッ」を学 習 ノー トで確認 した。 また,教 師が実際に

泳 ぎを示範 し,生 徒 に泳 ぎのイメージを もつ ことがで

き るよ うに した。ペ ア学習では,ペ アの一人が泳 ぎ,

も う一人が リズムを言って声かけを行 った。1ス トロ

ー クか ら,だ んだん回数 を増や し,距 離 も伸 ばす よ う

に練 習 した。 ドル フィンキ ックが強す ぎた り,呼 吸時

にあせ って足をバ タつかせ るな ど,水 の中での脱力 が

できない生徒 が多 く,「 半分の力で泳 こ う」 「水 しぶき

をあげない よ うに」 「目一杯 息を吸わない よ うに」 「パ

ッと吐 くことを意識 して」 「息を吐 く反射 で,息 は肺 に

入 ってくるか ら」 「水の中で脱力 して」な どの助言を行

った。第2次 の最後 には,中 間の100m泳 力テス トを行

い,ド ル 平で どれ だけの距離 を泳 げ るか現状把握 でき

るよ うに した。 これ まで,水 泳 を苦手 としていた生徒

は,今 まで よ り楽に長 い距離 を泳 げ ることを実感す る

生徒 が多 くいた。

　第3次 では,よ り効 率 よくリラックス して泳 ぐこと

ができ るをテーマに,4人 グル ープで ドル 平の リズム

や水 中を滑 るよ うに進 む うね りを入れ た姿勢 手のか

き方 を観察 しなが ら練習 し,フ ォームの修正を行 った。

水 中での動 きであ るため,仲 間か らの助言 を聞いて も

なかなか修 正が難 しい生徒 には,VTRで フォームを撮

影 して見せ ることで,自 分の課題 を把握 して取 り組 め

るよ うに した。授 業の後 半は,各 自が距離 に挑 戦す る

ことができ るよ うな場 を設 定 した。 生徒 は,自 主的に

コースを変更 しなが ら,距 離 を伸ばす よ う練習 してい

た。

　第4次 では,泳 力 テス トを行 った。ペ アで泳 いだ距

離 を確認 させ た。100mを 泳 ぎ切 った生徒 に拍手 した

り,励 ま した りす る姿が多 く見 られ た。 テス ト後 は,

教 室に帰って毎時間,記 述 した学習 ノー トを読み返 さ

せ,自 分の気 づきや努力 した ことを思い出 させ るよ う

に した。 そ して,水 泳 の学習全 体をふ り返 って 自分 の

成長 を記述 させ た。

⑤結果 と考察

　様々な小学校か ら入学 して くる とい う本校の生徒実

態 を鑑みて,中 学校第1学 年の指導で は小学校での水

泳の学び をいか につな ぐか を意識 して,ド ル平泳法 を

取 り入れ,グ ループで学び合 うよ うな場面 を設定 して

実践 を行 った。泳力結果や水泳授業のふ り返 りか ら,

実践の成果 と課題 について考察す る。

　表2は,オ リエ ンテー シ ョンで生徒 に示 した泳力評

価基準 と泳力テス トの結果で ある。第1学 年 に設定 し

た到達 目標 を達成 した生徒は65人 で あった。単元のふ

り返 りの 中に,「 私 は,小6の 時は,ク ロールで25m泳

ぐの さえ,危 なかったので,ま さか100m泳 げた ときに

は とても うれ しかった。」 といった内容 の記述が多 くあ

った。記録 の 向上 に喜び をもたせ るこ とがで きた とい

う点では,一 定の成果が あった とい える。 しか し,到

達 目標 を達成で きなか った生徒は9人 いた。彼 らの泳

ぎを観察す ると,全 員 ドル平の リズム はつかみ,泳 ぎ

方 はで きるよ うになっていたが,呼 吸の ときに吸 うこ

との意識が強 く,力 が入 りす ぎた り,水 平姿勢が保 て

なか った りして,体 力 を消耗 して泳 ぎ続 けるこ とがで

きなか った ことが うかが えた。

表2　 第1学 年の泳力評価基準と結果(n＝74)

段　階

5　 大変優れている

4　 優れている

3　 おおむねよい

2　 少 し課題がある

1　 努力を要する

泳いだ距離

100m以 上

75m～99m

50m～74m

25m～49m

25m以 下

人数

65

1

5

3

0

　 この よ うに到達で きなかった生徒がい るものの,単

元後のアンケー トで 「水泳 の授業は楽 しかったです か」

とい う問い に対 して,「 楽 しかった」 と答 えた生徒 は68

人,「 どち らで もない」 と答 えた生徒は6人,「 楽 しく

なか った」 と答 えた生徒 は一人 もいなか った。また,

単元の最後 に水泳の授業 をふ り返 って,自 分の成長 し

た ことや水泳の感想 を 自由記述 させた ところ,水 泳の

授業 に対 して,肯 定的 な記述が多 くみ られた。主な生

徒の記述 を以下 に示す。(複 数回答 あ り)

・ドル平の学習で楽 に泳 ぐこ とがで きるよ うになっ

た。

・100m泳 げた ことが 自信になった。

・小学校 で習った クロール よ り泳 ぎやすい。

・速 く泳 ぐことが よい と思 っていたが ,リ ラ ックス

して,長 く泳 ぐこ とで,落 ち着いて考 えなが ら取

り組 めるとい うことを知 らされた。

一102一



・リラ ックスす る と楽 に進む。

・仲 間 と助言 を言 い合 い ,共 に高め合 うことがで き

た。

・仲 間 とのかかわ りも深 まった。

・教 え合 い ,ア ドバ イス し合 ったので,自 分の よい

ところや できていない ところが知れ てよかった。

・毎 時間のふ り返 りを活 かせ る よ うになった。

・呼吸が楽 になった。

・水泳 は得意 ではない し,好 きではなかった けど,

今 回の学習 で泳 ぐことが少 し好 きになった。

・ドル平 ははっき り言 って嫌 いだったが ,練 習す る

とどん どん泳 げ る距離 が伸 び るし,呼 吸 を した後

しん どくな くな り,と て も楽に泳げ るよ うになっ

て好 きになっていた。 ぼ くは,は じめて水泳は こ

んなに気持 ちいいのか と思 いま した。

・最初 は ,「100mは 無理 だ」 と不安ばか りで した。

でも,練 習 を積み重ねて100ｍ 泳 ぐことができ,「 努

力 した ら何 で もでき る」 と思 うよ うになった。

・小学校 の時は水泳 が苦手で25m泳 げ るか ど うかで

したが,ド ル 平を習 うと今 まで苦労 していた呼吸

が楽 にできる よ うになった り,体 が浮 くよ うにな

った りしま した。最後 の泳力テ ス トでは,100m泳

ぐことができて うれ しかった。

・前 までは ,何 も考 えず に泳 いでいたが,ど うすれ

ば疲れず に泳 げるかを考 える よ うになった。また,

友達 の泳 ぎを見て 「もっ と,こ うした らいい よ」

と言 える よ うになった。 とい うことは,ど うすれ

ばいい泳 ぎにな るか とい うことがわかった とい う

ことなので,と て も成長 した感 じが した。

・人 のア ドバ イスをす ぐ実践 し,自 分がわか らない

ことは 自分 か ら聞 くことがで きた ことが 自分の成

長 だ と思 う。水泳で25mす ら泳げなか ったぼ くが,

練習や コツを知 ることで,楽 しくな るくらいスム

ー ズに楽 に泳 ぐことができたのでびっ くりした。

・私 は ,体 育の授業 の中で水泳 があま り好 きでは あ

りませ んで した。 しか し,今 回 ドル 平の授 業 を受

けて,「 水泳 って意外 に楽 しい,そ んなに難 しくな

いんだな」 と思いま した。 ドル平 だ と,私 で も100

m泳 げた ことは特 に うれ しかったです。泳 げた要

因 としては,伸 びの時に進む ことが理解 できた り,

や み くもに水 をかいた り,け った りしな くて よい

ことが理解 できた りしたか らではないか と思いま

す。 リラ ックス して泳 ぐことで,長 い距離で もあ

ま り疲れず に泳 ぐこともわか りま した。 来年は,

水泳 の授業 を 「嫌 だな」 と思わず臨め る気が しま

す。

　 泳力結果や水泳授業のふ り返 りか ら,長 く続 けて泳

ぐことがで きるよ うにな り,泳 ぎに少 し自信が もて る

よ うにな った り,水 泳が楽 しい と思 うよ うにな った り

と,情 意面での変化がみ られた こ とは成果で ある。ま

た,速 く泳 ぐとか,が ん ばって キックやス トロー クを

す るとい う意識 か ら,遅 くて もよい,長 く続 けて,疲

れ ない よ うに泳 ぐこ とが大事だ とい う意識 に変化 した

こ とも大 きい。なぜな らば,疲 れ ないか ら泳 ぐことへ

の負荷が減 り,考 えなが らリズムや動作 を行 うことが

で きるため,技 能 の向上につ ながってい くか らである。

　 なお,到 達 目標 を達成で きなか った生徒,見 学で参

加 で きなか った生徒 に対 して は,次 年度以降の学習 に

困 らないよ う,夏 休み に補習 を行った ことを付記す る。

4.お わ りに

　本研究の 目的は,水 泳領域における小学校と中学校

それぞれの授業実践の成果 と課題を考察することで,

小中の学びがつながる水泳領域のカ リキュラムや授業

づくりの新たな知見を得ることであった。

　小学校6年 生の実践では,到 達 目標を達成するため

に習熟度別の指導とタブレッ ト型PCを 活用して,自 分

の泳 ぎを客観的に見る場面を設定す る指導がな され

た。8割 の児童が到達 目標を達成 してお り,指 導の工

夫において一定の成果あることが確認された。

　中学校1年 生の実践では,到 達 目標を達成するため

に ドル平泳法を取 り入れ,ペ アやグループで学習する

場を設定する指導がなされた。9割 の生徒が到達 目標

を達成 してお り,指 導の工夫に一定の成果があること

が確認された。中学校1年 生の到達 目標は,生 徒の実

態を考慮 して小学校6年 生の到達 目標より低いもので

あったが,単 元のふ り返 りの記述か ら,ド ル平泳法の

学習は水泳の苦手な生徒にとって 「水泳が楽 しい」 と

思わせる有効な教材であることが確認できた。

　本校で作成 した水泳領域のカ リキュラムでは,ド ル

平泳法を中学校1年 生の教材として実践 したが,ド ル

平の学習内容か らすれば,小 学校3,4年 生の 「浮 く

運動」 「泳 ぐ運動」の領域でも十分に実践が可能であ

る。む しろ,ド ル平を小学校3,4年 生で実践すれば,

楽しく泳げるようになるために必要な 「呼吸」「リラッ

クス」「リズム」の3つ を内容を十分習得でき,小 学校

5,6年 生や中学校のカ リキュラムも違った展開が可

能になると思われる。これか らも小中が連携 して,水

泳の授業実践を積み重ね,児 童生徒が生涯にわたって

泳ぐことを楽 しんだ り,健 康づ くりのために水泳を実

践できるような小中の学びがつながる授業づくりやカ

リキュラムの改善を行っていきたい。
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